
令和6年度 南部梅郷公民館主催事業

ふれあい推進リーダー研修会

南部地区の歴史～山崎今上の民俗～

野田の市制施行75年の歩みとともに

今
云
ｐ
Ｈ

場：野田市南部梅郷公民館

時：令和7年2月22日 10時00分～12時00分

へ

総務課 主任主査(兼）

市史編さん担当

学芸員 宮 崎 等

は じ め に

「梅郷」の梅林はどこに？ 「梅郷村」の誕生

・梅花の咲く季節になると毎年「梅郷で梅の花を見たい｡」とのお問合せ多数…

◇江戸時代からの町や村を合併する。→明治22年(1889)の市制町村制の実施

【梅郷村の誕生】

山 崎 村 十 今 上 村 十 桜 台 村 ＋ 花井新田 十 堤根新田

合併した旧五村を、五つの花弁を持つ梅の花に見立てて、その花の香しく後に堅

実の実を結ぶ事にちなんで「梅郷村」と名付けられた。

〈北〉

野田町・旭 村

江戸川く西〉 〈東〉福田村

（埼玉県旭村） 新川村(流山市）

〈南〉 （＊埼玉県の旭村は吉川市の一部）

へ

山 崎：旧村名。天正18年(1590)の徳川家康の江戸入府とともに、譜代の岡部内

膳正長盛が下総･上総に1万2千石を与えられ、山崎に陣屋を構えたとい

う江戸時代初期から大名が住んだ場所｡長盛は翌年には堤台に移転し､慶

長14年(1609)に丹波国亀山に移封となるまで､烏郷･野田郷一円を支配。

その後寛文年間に検地を受け天領(幕府領地)となり幕末まで代官支配地

となる。
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今 上：旧村名。古くは奥東京湾の海進・海退に伴う浸食を受けた低地を流れる太

日川(江戸川)流域の湿地帯であった｡寛永年間の江戸川開鑿意向開墾が進

む。慶安3年伊奈半左衛門の検地を受け1村独立し、天領として代官支配

地となる。はじめ「今神村」「今神新田」称したが、延宝5年の再検地以

降「今上村」「今上新田」と改めた。古くから幕府公認の渡し場や河岸が

おかれ、対岸の埼玉県側との交通も開け、利根川筋の三ツ堀・瀬戸・木野

崎河岸とを結ぶ陸送路(荷駄道)の終点として江戸への物資集積地として

栄えた。

桜 台：旧村名。天正年間から寛文年間まで旗本一色氏の支配地。延宝元年検地以

降天領となり代官支配地｡地名は泉蒜元年(989)2月初午に桜の木の元に
宮所を建立し桜台村としたという。

花井新田：旧村名。寛文年間(1661～73)に旧上花輪村の村請により開発され、延宝元

年(1673)に検地を受け代官支配地となったという。

堤根新田：旧村名。江戸時代初期は旗本一色氏が支配していたが、寛文年間(1661～

73)に旧堤台村の村請により開発され、延宝元年(1673)に検地を受け代官

支配地となったという｡東葛丘陵の尾根を形成する台地で小金牧(庄内牧）

の一部だった。

…

◇昭和25年(1950)5月3日、野田町・旭村・梅郷村・�

→ 梅郷村がなくなる。

．今に残る梅郷村の記録（金石文）の例 梅郷村道路元標

七福村の1町3村が合併する。

現市域の道路元標設置

千葉県報 第3454号 大正8年11月14日

・野田町

・関宿町

千葉県報 第3467号 大正9年1月9日

・梅郷村 ・福田村 ・旭村

・七福村 ・川間村 ・木間ケ瀬村

・二川村

シ
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1，野田市域の地名

(1)律令制度の実施

大化2年(646）：「改新の詔」で評(こおり)制が成立、大宝元年(701)の大宝令施行

以降に郡(こおり）となる。 律令制国家へ。

(2)下総国葛飾郡下河辺荘(庄内領）

雫荷遥灌:野田市域を含む旧下総国葛飾郡の荘園で､現在の茨城県古河市から埼
玉県栗橋町・春日部市・松伏町一帯。平安時代末期に開発領主下河辺氏が鳥羽天

皇(1103-56)に寄進し、後に第三皇女の八条院に伝領されたので｢八条院領｣とも

いう。
へ

(3)目吹・木野崎

礁櫛篇:現在の茨城県取手市から我孫子市.柏市.鎌ヶ谷市あたりにかけての
地域に推定される。平良文から相伝された所領を大治5年(1130)に千葉常重が皇

大神宮に寄進したことに始まる。以後も再三寄進を繰り返した結果、西限の位置

として目吹岑(目吹)、下河辺境、木埼廻谷(木野崎)などの記述がある。

(4)野田郷

野田市指定文化財「天正文書」

天正3年(1575)2月16日付 簗田氏の『野田郷不入朱印状』

(5)野田町

野田市指定文化財「野田町刻銘地蔵供養塔」

寛文2年(1662)8月16日付 願主 野田町長右衛門

へ

(6)「ノダ」の地名の由来

① 地形起因説:ヌタ(怒田)、ニタ(仁田)、ムダ(牟田)など､いずれも湿田の意の転訓。

② 人名起因説；古河公方の家臣・野田氏

康正元年('455)古河を本拠地とし古河公方となった足利成氏が､側近の鋸氏を
あしかがしげうじ

関宿に、野田右馬助を野田城に配置したと『鎌倉大草紙』が記載することから。

2，沿 革 史 【原始から近世まで】

(1)原始
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◇先土器時代

2万5000年前頃：野田地方にも人々が生活をしていた痕跡が残っている。

◇縄文時代(B C9000～B C 5000年）

早期：ぽたもち山遺跡(中里)、木間ケ瀬中学校裏遺跡(木間ケ瀬）

前期～中期：北前貝塚(堤台)、三昧寺貝塚(中野台)、下根貝塚(木間ケ瀬)、新宿

貝塚(木間ケ瀬)、岡田山ノ内貝塚(岡田)、飯塚貝塚(木間ケ瀬)、桐ケ作貝塚(桐

ケ作）

後期～晩期:国指定史跡 山崎貝塚(山崎貝塚町)､県指定文化財 野田貝塚(清水)、

内町貝塚(関宿元町)、東金野井貝塚(東金野井）

◇弥生時代(B C500年前後～AD300年前後）

中期中頃(紀元前後）：勢至久保遺跡(ニツ塚)の墓跡、後期(紀元2，3世紀）：一の

坪遺跡(岩名)の集落跡その他

ー

(2)古代

◇古墳時代(AD 300年前後～AD700年前後）

前期：堤台松山遺跡の方形周溝墓、福田三ツ堀遺跡や飯塚貝塚等の集落

集落の増大：寺後遺跡(清水)や尾崎梨ノ木遣跡で籾痕のある土器が出土

◇大化2年(646)の「改新の詔｣、大宝元年(701)の大宝律令の制定

◇平安時代中期：平将門の乱(天慶の乱)の発生

9世紀半ばから10世紀にかけて、東国の治安が悪化。

木間ケ瀬地区を中心とした将門伝説伝承地：古布内・武者士・駒形神社など
シ

1

1|下総豊田郷出身平莨蒋の子

一躍

|故郷へ帰ると伯父国香に占領’|京都在任中父死亡’

|国香を殺し､他のおじを破るが朝廷に訴えられる’

｢『寵]1顧戸丙冒言嗣|天慶2(939)年国香の子｢貞盛｣常陸国府を包囲’《紛争仲介》

辰あ詞'250年後鎌倉幕府’

(3)中世

◇鎌倉時代:治承4年(1180)伊豆で挙兵し、一時は平家に敗れた源頼朝が下総の千葉介常

胤や下河辺庄司行平の来援を求め鎌倉入りを果たして、幕府が成立。

中期：下河辺荘の荘司、下河辺氏が北条氏の被官(御内)となる
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◇室町時代:初代将軍建莉董罠は幕府滅亡後の鎌倉に次子の基氏を置いた｡茎罠を鎌倉府
の初代として継承されたのが鎌倉裂芳(関東公方)。

◇至徳3年(1386)3代将軍足利義満が、2代鎌倉公方足利罠濡に下河辺荘を与える。

よしのり

◇鎌倉公方から古河公方：室町幕府6代将軍足利義教の代になると、4代公方持氏との間

に対立がおこり、永享の乱(1438)へと発展。上杉氏も討伐に加わり、鎌倉公方は終焉を迎

える。しかし公方支持派が文安4年(1447)､持氏の遺児芳壽奎笂(後の筬罠)を鎌倉に迎え
て公方に就任させるが､公方と上杉の確執が深まり、享徳3年(1454)足利成氏が上杉慧恵
を謀殺する(享徳の乱のはじまり)。

康正元年(1455)、憲忠謀殺により成氏討伐の命が下され、鎌倉府が攻撃される。足利成

氏は本拠地を古河へ移し、以後は古河公方と呼ばれるようになる。

へ

◇関宿城の成立:応永年間(1394~1428)簗田濡莇が築城した(｢応仁武鑑』）とも､長禄元

年(1457)簗田筬莇が水海城(茨城県総和町)から関宿に移って築城した(『関宿志』)のが始
まりとも伝えられるが詳細は不明。

◇新興勢力.戦国大名の台頭:詑案草菫が永正13年(1516)三浦氏を滅ぼし相模国を手中
うじっな

にする。次の氏綱が武蔵国へ進出｡続く罠農が第二次国府台合戦を経て､下総.上総まで
に勢力を拡大

◇関東の覇権を狙う北条氏と簗田氏の対立：3度の関宿合戦で攻防を繰り返すが、天正2

年(1547)関宿城を開城、簗田氏は水海城に逃れたが、関宿を失った簗田氏は衰退。へ

◇北条氏の滅亡：天正17年(1589)関白豐臣秀吉が諸大名に対し北条氏追討を命じる。天正

18年(1 590)小田原城が落城し、北条氏は滅亡。

(4)近世
やすもと

◇関宿藩:天正18年(1590)徳川家康の異父弟である松平(久松)康元が2万石を拝領し、関

宿城主となる。墓所は宗英寺

江戸城の外城として、関宿藩は以降代々譜代大名を配し、藩主は8家23代。

◇天正,8年(,590)岡部農調が下総.上総に,万2千石を拝領し､市内の山崎に陣屋を構

え､翌'9年には市内の堤台に築城と伝える｡なお､康綱はその後婁壗と改名したものと考
えられてきたが、近年康綱から長盛への代替わりが行われたとする説が示されている。
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◇慶長3年(1598)下総野田郷が5力村に村分けされる

◇慶長9年(1604)野田町の呼称が起こり、市が立つという

◇慶長14年(1609)関宿城全焼する

◇寛永年間(1624～44)利根川の東流大改修により、現江戸川が完成

◇寛永8年(1631)関宿関所が関宿藩の管理となる

◇延宝元年(1673)中根・宮崎・堤根・花井・柳沢・鶴嶋・奉目の7新田が開かれ、検地を

受ける

ー

◇慶応3年(1867)大政奉還

3，市町村制の実施と野田市の誕生 【近代から現在まで】

(1)明治政府の地方制度

◇明治元年(1868)下総知県事に肥後藩士の佐々布貞之丞が任命される

◇明治2年(1869)下総知県事の直轄地に葛飾県を設置

ｰ

◇明治4年(1871)廃藩置県により、関宿藩廃止 11月には市域が印旛県となる

◇明治5年(1872)関宿城の廃城が決定される

◇明治6年(1873)木更津県・印旛県を廃止して千葉県を設置 初代県令：柴原和

◇明治11年(1878)郡区町村編成法により、大小区名の廃止

山崎村、野田町、目吹村、船形村、木間ケ瀬村が独立

◇明治17年(1884)戸長役場所轄区域と学区の更新を実施

◇明治22年(1889)市制町村制の実施
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【野田町】：野田町・清水(今上村への飛地を除く）・堤台・中野台・上花輪(今上村､枚方

村への飛地を除く)の各村

【梅郷村】：山崎・今上(江戸川以東)・桜台(中野台村への飛地を除く）・花井新田(横内村への

飛地を除く）・堤根新田の各村及び宮崎新田飛地、清水村飛地、上花輪

村飛地

【福田村】：瀬戸・木野崎・三ツ堀・ニツ塚・上三ケ尾(利根運河南部を除く）・下三ケ

尾(同左)・西三ケ尾(同左)・大青田(同左)の各村

【旭 村】：目吹・大殿井・鶴奉・柳沢新田・宮崎新田(桜台村への飛地を除く）・中根

新田・横内(大字金杉の内江戸川以東)の各村及び花井新田飛地

【七福村】：谷津・吉春・蕃昌新田・五木・岩名・五木新田・座生新田の各村及び

尾崎村飛地

【川間村】；中里・東金野井・船形・尾崎(岩名への飛地を除く)の各村

【関宿町】：関宿江戸町・関宿内町(江戸川以東）・関宿台町(江戸川以東権現堂川

以南）・関宿元町(西高野村への飛地を除く）・関宿町・三軒家・関宿向河

岸・関宿向下河岸(江戸川以東）

【二川村】：桐ケ作・古布内・中戸村・東高野・西高野.新田戸・柏寺・親野井・

次木・平井・東宝珠花の各村及び関宿江戸町飛地、関宿元町飛地

へ

【木間ケ瀬村】：木間ケ瀬・岡田。丸井の各村

(2)野田市の誕生

◇昭和25年(1950)5月3日、野田町・旭村・梅郷村・七福村の1町3村が合併

旧野田町：中央地区 旧旭村：東部地区 旧梅郷村：南部地区

旧七福村：北部地区へ

◇昭和32年(1957)4月1日、野田市に川間村・福田村の2村を編入合併

旧川間村：川間地区 旧福田村：福田地区

(3)関宿町の誕生

◇昭和30年(1955)7月20日、関宿町・二川村・木間ケ瀬村の1町2村が合併

旧関宿町：関宿北部地区 旧二川村：関宿中部地区

旧木問ケ瀬村：関宿南部地区

(4)平成の大合併による新野田市の誕生

◇平成15年(2003)6月6日、野田市に関宿町を編入合併
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一

4，醤油産業の発達

(1)醤油作りの始まり

◇永禄年間(1558～70)野田の飯田市郎兵衛家の先祖が武田信玄に溜醤油を献上 ？

(2)近世の醤油造り

◇承応3年(1654)下総栗橋・関宿間の赤堀川通水成功(利根川の付替完成）

◇寛文元年(1661)上花輪村の名主高梨兵左衛門が醤油醸造を開始し、寛文2年には茂木七

左衛門が味噌醸造を開始して明和3年(1766)に醤油醸造業に転業したという

◇18世紀に入り飛躍的に増大し､江戸市場を独占｡天明元年(1781)野田造醤油仲間の結成

冥加金の上納・仲間の統制・江戸問屋と掛け合い市場の拡大を図る

ｰ

◇19世紀の中頃には旧野田地区の醸造家が19軒を数える

◇文政12年(1829)高梨兵左衛門が江戸城本丸･西丸に醤油を献上し御用醸造を、続いて茂

木佐平治家にも御用の下賜がある

(3)近代の醤油作り

◇明治20年(1887)野田醤油醸造組合の結成

◇大正6年(1917)野田醤油株式会社の誕生

シ
◇昭和8年(1933)窪田味噌が醤油醸造を開始

◇昭和11年(1936)キノエネ醤油合名会社の誕生

(4)醤油醸造業の近代産業化

野田醤油大争議：昭和2年9月から3年4月までの218日間

5，醤油産業と地域の関わり

企 業 城 下 町
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◇明治27年(1894)清水公園(衆楽園)の開園

現在の敷地面積約28ha、㈱千秋社が運営

◇明治33年(1900)野田商誘銀行の設立

◇明治33年(1900)野田人車鉄道の設立

◇明治44年(1911)野田一柏間の(県営)軽便鉄道の敷設

北総鉄道、総武鉄道を経て東武鉄道へ

◇明治44年(1911)陸送会社の丸三野田運送店の設立
へ

◇大正3年(1914)野田病院の設立

◇大正12年(1923)上水道の敷設

◇昭和4年(1929)公益財団法人 興風会(こうふうかい)の設立
易

岸
河
野

河
内

日

交
展
岸
岸

発
河

■

通
通
勵
薩
河

交
舟

関
境

交
剛

６
’

河岸問屋 上河岸(五右衛門河岸)、下河岸(仁左衛門河岸）

内河岸(江戸川左岸大手門近く）、向河岸、向下河岸(埼玉県三

など

勾河岸(江戸川左岸大手門近く）、向河岸、向下河岸(埼玉県幸手市）

日野屋河岸、渡辺河岸、小松原河岸、青木河岸 など

へ

高 瀬 船：野田船 常時200艘程が運行、60艘が碇泊

小型＝500～600樽、大型＝1,700～1,800樽

外 輪 船：明治10年(1877)通運丸が就航

両国橋一本所竪川筋一(江戸川)一利根川筋大越

小名木川一(江戸川)一関宿一境一佐原一銚子

利根運河：全長約8. 5kmの運河、利根運河株式会社が運営

（2）陸上交通
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荷 馬 車：馬の背(醤油樽7つを1駄)→大八車→荷馬車

人車鉄道：旧野田町の主要道路に軌道敷、2人1組の人力のトロッコ鉄道

人 力 車：最盛期には32台

道：明治44年(1911）5月、千葉県営軽便鉄道開通(野田一柏間）

県営軽便鉄道→北総鉄道㈱→総武鉄道㈱→東武鉄道㈱

鉄

自動車輸送：（人車鉄道㈱)→丸三野田運送店→丸三野田運輸㈱→総武通運㈱

ス：大正12年(1923) 12月桝田定吉営業を開始

野田一中野台、野田一蕃昌一小山渡し、野田一中里一関宿渡し

昭和4年(1929)北総鉄道に自動車運輸業の認可

ノく
…

電灯。電話。水道

電 灯：明治44年(191 1)野田電気株式会社が資本金10万円で設立

7，

話：明治42年(1909)業務開始電

上 水 道：大正12年(1923）3月、供給開始 県内初

シ

8，教育。文化活動

名誉市民：故 戸辺織太郎(昭和22年から野田町長、初代市長ほか要職を歴任）

故 中野栄三郎(興風会理事長、社会福祉や教育事業に貢献）

故 茂木啓三郎(社会教育功労者として文部大臣賞を受賞）

故 茂木七郎治(市議会議長として14年7カ月の長きにわたり在職）

故 高梨兵左衛門(ｷｯｺｰﾏﾝ副社長、千秋社社長、勲四等瑞宝章）

故 染谷 誠 （衆議院議員として自治防衛政務次官、勲二等瑞宝章）

故 新村 勝雄(野田市長から衆議院議員、勲二等旭日重光章）

故 茂木 克己(元教育委員、元商工会議所会頭、勲三等旭日中綬章）

故 茂木七左衞門(千秋社社長、勲四等旭日小綬章）

10



図 書 館：（戊申会)→戊申会簡易図書館→町立図書館→興風図書館→市立興風

図書館

現在、市立興風図書館・市立南図書館・市立北図書館･せきやど図書館の

4館を運営

博物館等：県立関宿城博物館 平成7年開館、川とそれにかかわる産業を展示

野田市郷土博物館 昭和34年(1959)開館の県内初の登録博物館

鈴木貫太郎記念館 昭和38年開館、首相を務めた同氏の資料を展示

関根金次郎資料館 平成16年4月いちいのホールに開館

上花輪歴史館 （公財)高梨本家が運営、資料展示と庭園を公開

茂木本家美術館 12代当主七左衞門氏が収集した絵画等を展示

教 育 史 料館 中央小学校創立110周年を記念し昭和58年創設

もの知りしょうゆ館 ｷｯｺｰﾏﾝ㈱の工場見学用企業資料館

ｷｯｺｰﾏﾝ国際食文化ｾﾝﾀｰ 同社の80周年記念として平成11年に設立

鳩聚苑ギヤﾗﾘｰ 日展評議員、参与の故桜田精一氏の個人美術館
めいげん

その他 俳句図書館･鳴弦文庫、美術館･ｷﾞｬﾗﾘｰ真光、

市民会館：旧茂木佐平治邸として大正13年(1924)完成、昭和31年(1956)市に寄

贈。平成9年、明治初期の茶室とともに国の登録文化財として登録

興風会館：（公財)興風会が運営し昭和4年竣工、平成9年国の登録文化財に登録

へ

指定文化財・登録文化財・近代化産業遺産群：

国指定重要文化財

国指定史跡

国指定名勝

国特別天然記念物

旧花野井家住宅

山崎貝塚

高梨氏庭園

コウノトリ

清水

山崎貝塚町

(公財)上花輪歴史館

こうのとりの里

�
�
�
�
�
�
�

へ

県指定 史跡 清水野田貝塚 ０
１
０
１
０
０
９
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
１
１
１
ｔ
Ｉ
Ｉ
０
１
０
０
Ｉ
ｌ
ｌ
６
０
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

県指定

無形民俗文化財

野田のばつばか獅子舞

野田のつく舞

清水・八幡神社

旧野田町三か町

県指定

有形文化財

中戸・常敬寺

中戸・常敬寺

下三ケ尾・普門寺

野田・愛宕神社

東金野井・清泰寺

三ツ堀・香取神社

木造阿弥陀如来坐像

木造伝親鶯聖人坐像

絹本著色釈迦浬樂図

愛宕神社本殿

刺繍釈迦浬梁図

三ツ堀のどろ祭り用具及び関連資

料

高梨氏救し記 (公財)上花輪歴史館
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安心寺漱年賑給中死亡五百有余人 野田・安心寺

墓

長命寺徹年賑給中死亡五百有余人 上花輪・長命寺

墓

長命寺過去II展及び長命寺過去帳写 上花輪・長命寺

市指定 史跡 中根八幡前遺跡

野田の醤油発祥地

岩名古墳

関宿城跡

関宿城埋門

町
野

根
田
名
宿
高

中
野
岩

関
東

市指定

有形文化財

野田町絵図(寛文五年）

天正文書

岡部文書

野田町刻銘地蔵供養塔

太子堂句額

天正18年銘文船形八I幡懸仏

閻魔大王像

永享5年弥陀種子板碑

須賀神社猿田彦神

興風図書館

興風図書館

興風図書館

野田・西光院

上花輪・長命寺

船形・八幡神社

下三ケ尾・普門寺

野田・西光院

野田・須賀神社

…

市指定

有形民俗文化財

算額

野田醤油醸造の図(押絵額）

醤油醸造絵馬

堤台子青延命地蔵尊の間引き絵馬

清水・金乗院

郷土博物館

郷土博物館

堤台・延命寺

市指定

無形民俗文化財

船形香取神社御社檀御膳献上式

下根獅子舞・棒剣術

武者士I難子

関宿台町の天王祭礼

船形・香取神社

木間ケ瀬・香取神社

木間ケ瀬・大杉神社

関宿台町

ゞ

(国)登録有形文化財 上原家住宅:書院､土蔵､表門ほか

野田市立中央小学校:3年館､7年館

ほか

キノエネ醤油:事務所兼主屋ほか

野田市郷士博物館

茂木七郎右衛門家住宅:主屋ほか

野田市市民会館(旧茂木佐平治家住

宅):主屋ほか及び庭園

興風会館
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Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

桝田家住宅:主屋ほか

戸邉五右衛門家住宅:主屋ほか

懐石あた宕 店舗(旧茂木房五郎家

住宅)ほか

茂木本家住宅:主屋ほか

近代化産業遺産群

平成19年度

経済産業省 選定

激しい地域間競争を通じ近代産業へと発展した利根川流

域等の醸造業の歩みを物語る近代化産業遺産

く市 域＞ ＜市域外＞

○ 野田市の醸造関連遺産 ○銚子市の醸造関連

下河岸(仁左衛門河岸） 遺産

上河岸(五右衛門河岸） 竜の井(通称:玄蕃

旧 野田商誘銀行(千秋社） 井戸）

興風会館 ○神崎町の醸造関連

キノエネ醤油工場群 遺産

春風館道場(野田市春風館道場と フジハン醤油旧

して剣道柔道･弓道に活用） 米蔵

煉瓦蔵 同 醤油蔵

御用蔵(御用醤油醸造所:もの知り 同 店舗

しょうゆ館隣接地に移築）

＜第一給水塔（解体）＞

製造管理部事務所

茂木家前風景

高梨氏庭園

旧茂木小学校 三年館、七年館

（中央小学校）

茂木佐平治邸(市民会館）

○ 水運関連遺産

利根運河(柏･流山市含む）

＜市 域＞

○ 野田市の醸造関連遺産

下河岸(仁左衛門河岸）

上河岸(五右衛門河岸）

旧 野田商誘銀行(千秋社）

興風会館

キノエネ醤油工場群

春風館道場(野田市春風館道場と

して剣道･柔道･弓道に活用）

煉瓦蔵

御用蔵(御用醤油醸造所:もの知り

しょうゆ館隣接地に移築）

＜第一給水塔（解体）＞

製造管理部事務所

茂木家前風景

高梨氏庭園

旧茂木小学校 三年館、七年館

（中央小学校）

茂木佐平治邸(市民会館）

○ 水運関連遺産

利根運河(柏･流山市含む）

へ

へ

｢醤油のまち野田市」… 思い込みに対する反省9，

● 「企業城下町 野田市｣は、今も｢醤油のまち野田市｣なのか？

13



◇大正6 (1917)年：野田醤油株式会社が設立

◇昭和初期の醤油会社社員：3千2百人

◇1960年代の調査：主力会社の工場で総員数2千2百人、うち85%の出身地が野田市

1960年代 → デルモンテ・マンズワインなど多角化

1964年(昭和のオリンピック開催年):キッコーマン醤油(株)に社名変更

1973年(昭和48年）：アメリカエ場開設

1980年（昭和55年）：キッコーマン㈱に社名変更 → 社名から｢醤油｣が消えた。
ー

2009年（平成21年）持株会社化へ移行。本社機能を東京本社へ移転。

･海外生産拠点は8か所：米国ウィスコンシン州とカリフォルニア州、シンガポール、台

湾、オランダ、中国(河北省石家荘市、江蘇省昆山市)、ブラジル。

生産能力の合計は2006年（平成18年）3月現在で醤油とタレ類などの醤油加工調味料

を合わせると18万6千kl。

◇野田工場の生産量：2011年：13万kl という。

◇キッコーマンが目指す｢グローバルビジョン2030」

キッコーマンしょうゆをグローバル・スタンダードの調味料にする

十
十

◇

シ

世界中で新しいおいしさを創造し、より豊かで健康的な食生活に貢献する

キッコーマンらしい活動を通じて、地球社会における存在意義をさらに高

めてゆく

◇売上収益(2023年3月期） 海外76％ 国内約25％(利益比では海外88対 国内16）

→ 事業利益の88％を海外で稼いでいる。 「東洋食品卸｣が基本戦略の柱の一つに。

◇ネーミング．ライツ：流山市の新総合体育館｢キッコーマンアリーナ」（平成28年4月

から5年間でスタート）
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関宿藩主 石高。在城主期間

雨‐研‐一脈雨‐耐「一睡Ｉ州ｉ；州’一脈‐一��州凧�研‐一脈���一！咄‐凧‐｜��州
１
１

I
l

R

F藩 主名

松平農莞

石 高 在城 主 期 間
d

l
l ｜天正18年(1590)~慶長8年(1603）2万～4万

’
凸

|松平騏

令
卜 慶長8年(1603)～元和2年(1616）4万

ｌ
・
Ｉ
ｒ
ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
宮
Ⅱ
■
１
１’

しげかつ

松平 重勝 元和3年(1617)～元和5年(1619）2万6,000

■
卜
ｐ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
■
ｑ
ｑ
ｄ
ｑ
■
、
１
１
Ⅱ
１
８

l

Ⅱ

P

１
１

素さのぶ

小笠原政信

小笠原黄樗
うじしげ

北条 氏重

のぷしげ

牧野 信成

元和5年(1619)～寛永17年(1640）2万2,700

2万2,700

Q

卜 ’ 寛永17年(1640)～寛永17年(1640)
��������

ﾑ

ｹ

& |~‐
�������� ��

寛永17年(1640)～正保元年(1644）2万

平
ｂ
宮
１
４

正保元年(1644)～正保4年(1647）へ 1万7,0004

'1万7,000~2万7,000

�
�

�
�
�
�
�
�
�|牧野窺筬 正保4年(1647)～明暦2年(1656）

|板倉豊票 明暦2年(1656)～明暦2年(1656）｜
’

5万

Ｆ
色
上
り

�

�
�
�
�
�
�
�
�|板倉豊燕 明暦3年(1657)～寛文元年(1661）5万～4万5,000

『

|板倉鍔 ’ E P 寛文2年(1662)～寛文9年(1669）4万5,000

寛文9年(1669)～延宝7年(1679）|久世鮭

「
１
守
宮
宮
司
上

5万

�
�
�

�
�
�
�
�
� I

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

しげゆき

久世 重之 延宝7年(1679)～天和3年(1683）5万

卜
も

筬黄 天和3年(1683)～元禄8年(1695）5万3,000～7万3,000牧野

「
�� �

’ 筬篝 元禄8年(1695)～宝永2年(1705）7万3,000牧野

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ’

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

しげゆき

重之
一肌�恥一脈Ｉ�

代
一
代

酪
一
Ⅳ

かｔＩＰｆＦ卍Ｉ●ｆＰ《ｆｈｆＰも抄昭Ｐｆ〃Ｉ
宝永2年(1705)～享保5年(1720）5万～6万久世

!久世
F~ー一~一

|久世

’

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

礎
溺
震

ｊ
ｊ

８
５

４
８

７
７

１
１

く
く

年
年

元
５

延
明

寛
天

一
一

①
副

２
４

７
７

１
１

く
く

年
年

５
元

保
延

享
寛

八 5万8,000
I

。
■
３
６
Ⅵ
■
■
Ｇ
１
』
日
田
■
Ｕ
９
ｐ

5万8,000

I 天明5年(1785)～文化14年(1817）5万8,000久世

文化14年(1817)～天保元年(1830）|久世雛
1
1

ﾄ

ト

5万8,000��

�久世蘆筒
ー■一－

5万8,000～6万8,000

～5万8,000’ 天保元年(1830)～文久2年(1862）21代

蒻民~i茨蚕~震妻 文久2年(1862)～明治元年(1868）

Ｉ

h

t

B

4万8,000

鰐’23代｜久世業

Ｉ
Ｐ
Ｆ
１ 明治元年(1868)～明治2年(1869）4万8,000
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��� 一一一圓一 町村合併促進法交付時
1953

町村名

�
�
�
�

(合併新法)I 現 在

2003.6.5まで1 2003.66~
町村名 I 町村名

ｲ丁l攻隆画1更筧

1834

郡 ｜ 町村名 町村名匠l
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梅 郷 村

山 崎 村

今 上 村 今 上 村 ｜
〆、 座生新田 座生新田

岩 名 村 岩 名 村 北
至急雪部五 木 村

谷 津 村 谷 津 村 地
吉 春 村 吉 春 村 区
蕃昌新田 蕃昌新田

上三ヶ尾村

三ケ尾村 � 患薑暮雪三ヶ尾新田

三3繍 地三ツ堀村

瀬 戸 村 瀬 戸 村 区
木野崎村 木野崎村

尾 崎 村 尾 崎 村

東金野井村

毒謝豐中 里 村
船 形 村

栄雷碧，地小 山 村

�,猿島郡 筵 打 村 猿島郡 筵 打 村 ｜区
長 谷 村 長 谷 村 ｜

※茨城･ﾆ|…§…韮ﾖN…醗唖(1§弱ｱ華4月1日施行。
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地
区

川 間 村

’
茨城県
猿島郡

中川村※猿島郡 猿島郡

（茨城県猿島郡中川村(現岩井市)のうち、大字長谷･小山･筵打の一部で利根川以南を川間村へ編入｡）

※ 明治28(1895)年江戸町のうち権現堂川以北を茨城県五霞村(現同町)に､内河岸･向下河岸と内町･江戸町の江戸川以南を
埼玉県豊岡村(現幸手市)に編入､内河岸･向下河岸は大字西関宿となる。
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1919年 大正8年頃の野田市域の旧町村別人口と戸数 (大正8年12月末）

野 田 地 域 関 宿 地 域

梅郷村 福田村 旭 村 七福村 川間村 木間ケ瀬村 二川村 関宿町野田町

人 口（人） 3,640 4,653 12,077 3,042 2,769 5,229 4,303 4,571 3,035

戸 数（戸） 643 2,580 469 465 810 630 757578 537

1戸当たり

平均人数（人）
6.3 7.2 4.7 65 6.0 6.5 6.8 6.0 5．7

｢千葉縣東葛飾郡誌』大正12年発行(千葉縣東葛飾郡教育會)の復刻版『千葉県東葛飾郡誌』昭和63年発行((株)千秋社)より作成。

1950年 市制施行当時の野田市の地区別人口と世帯数 (昭和25年3月現在）

野 田 市

南部地区

(旧梅郷村）

中央地区

(旧野田町）

東部地区

(旧旭村）

北部地区

(旧七福村）
I

24,251 5,778 4,366人 口（人） 4,759

世帯数(世帯） 828 5,116 1,059 794

世帯当たり

平均人数(人）
4.7 5.5 555.7

『野田市勢要覧』昭和25年版(野田市役所)の「人口･戸数統計」より作成。

実際の市制施行日は昭和25年5月3日。

出典の人口計には39,149人とあるが、地区別の人口数を総計した39,154人に対して5人少ない。

2025年 現在の野田市の地区別人口と世帯数 (令和7年2月1日）

市野 田

野 田 地 域 関 宿 地 域

南部地区

(旧梅郷地区）

福田地区

(旧福田地区）

中央地区

(旧野田地区）

東部地区

(旧旭地区）

北部地区

(旧七福地区）

川間地区

(旧川間地区）

関宿中央地区

(旧二川地区）

関宿北部地区

(旧関宿地区）

関宿南部地区

(旧木間ケ瀬地区）
■一

8,358 29,436 17，881 24,778 12,698 11,401 10,467 2,511人 口（人） 35,854

世帯数(世帯） 17,214 4,083 13,729 8,789 11,167 6,210 5,653 5,095 1,152

世帯当たり

平均人数(人）
2.1 2.0 2.1 2.0 2.2 2.0 20 2.1 2.2

野田市の「大字別世帯数．人口統計」を参考に作成。



野田市地区区分図
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東部地区清清水公

松伏町

宕
守谷市

中央地区
野田
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(令和7年2月1日現在）

153,384 人
73，092 世帯

総数

人口
世帯 南部地区南部地区

柏市
吉川市

利根運河

流山市

『野田市統計書』掲載図を改変



市制施行75周年記念事業
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野田市が誕生してから75周年を記念し､地域の歩みを振り返る写真展を開催いた

します｡ご家庭に眠っている懐かしの写真を『野田なつかし写真展』に展示しません

か？
へ

【募集要項】

○募集写真 明治･大正･昭和期に市内で撮影された写真でプリントされたもの

ネガフィルム･リバーサルフィルムや､デジカメ等で撮影した画像デ

ータは不可

令和7年12月末まで

1枚から10枚

アルバムに貼り付けていて分離が難しいものはアルバムごとお借り

します

2月28日(金)まで

※ただし公民館休館日の2月3日･10日･11日･17日･23日・

24日を除く

9時00分から17時00分(土曜日は12時30分)まで

お借りした写真は画像データにしたのち||頂次返却します

各公民館の窓口またはお電話で

お借りした写真をもとに展示用のパネルを作成します

展示スペースの都合上､全ての写真が展示されるとは限りません

○借入期間

○借入枚数

○募集期間

へ

○受付時間

○写真返却

○問合わせ

○その他

戸 一 凸一一一一-一ｺ& - 一
� 畳

－、／I

問い合わせ先

南部梅郷公民館

話O4-71 22-5402電

L－ －－ノ


